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コンクリート舗装の設計で端部とは，橋梁やアス

ファルト舗装等の他の構造物に隣接し，コンクリー

ト舗装が途切れる場合に使われる。近年，橋梁と接

続する舗装端部では，不等沈下による段差が問題と

なっており，米国では２004年に橋梁全体の２5％ (15

万橋)に影響した。これを防止するために橋梁部で

は踏掛版が用いられるが，しばしば沈下が可動域を

超えて発生し，管理上の問題となっている。同様に

不等沈下やコンクリート版の水平変位がコンクリー

ト舗装とアスファルト舗装の接合部でも発生する。

通常は，連続鉄筋コンクリート舗装（CRCP）では

版の収縮や膨張による水平クリ－プを拘束するため

定着梁を端部に用いるのが標準的ではあるが，本報

では，この定着梁から，最近の橋梁部との膨張目地

を無くすように開発された目地なし構造まで，世界

の種々なCRCPの端部設計法を比較している。

　

1 ．CRCP端部構造

端部構造には，端部を拘束せず自由に移動させる

構造と，定着梁を用いて完全もしくは部分的に拘束

する構造がある。

端部を拘束せず自由に移動させる構造には，複数

の膨張目地を向ける方法が一般的で， 4 つ以上の膨

張目地は設けない。そのほかには①橋梁のフィンガ

－ジョイントタイプ，②鉄とゴムでできたふいご型，

③基礎版に定着したワイドフランジビーム型がある。

定着梁は自由端部では50㎜になる水平変位を拘束

し，CRCP特有のひび割れを発生させるものであり，

国により異なり，図1のような米国の例を含む，南

図1　米国における端部定着梁の例

図2　止水壁を設けた橋梁アプローチ
［Kromhout2015］

図3　橋梁アプローチ部の詳細
［Hoppe 1999］
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アフリカ，オーストラリア，ベルギーの 4 例を紹介

する。

2 ．CRCP定着梁構造

定着梁はコンクリートの水平方向での収縮や膨張

による変形を防ぐための標準的な端部構造である。

定着梁数はおおむね 5 m間隔で 3 本あればどの路床

や地盤でも版の動きを拘束できると言われ，CRCP

版延長が150m以下なら ２ つ以下にできる。定着梁

の個数は，CRCP版の長さによって異なるが，150m

以上の場合 3 つが用いられる。

3 ．橋梁踏掛版

　踏掛版は，地盤の全体的な沈下および局所的な

沈下に対応できるようにする必要があり，橋脚との

接合方法や，設置角度等に各国の特徴が示されてい

る(図2，3)。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4 ．CRCP/橋梁など剛性構造との接続

オーストラリアの例を図4に示す。そのほか，図
5のような目地なし構造も検討されている。

5 ．普通コンクリート舗装との接続

最近では，普通コンクリート舗装(JCP)とCRCP

の接合部を図6のように定着梁をその境目とする場

合がある。

6 ．アスファルト舗装との接続　

アスファルト舗装とCRCPの接続部の設計も各

国で様式が異なるが，定着梁やすりつけ版が用いら

れている。また，図7のように暗渠排水路を設置し，

水の浸透に対して対策している場合もある。

＊

＊　　　　　　　＊

図4　橋梁部におけるCRCP端部構造の設計
［RMS MD.R83.CC2010］

図5　シームレス舗装のコンセプト
［Griffiths et al. 2006］

図6　CRCPとJCPとの接続
［RMS MD.R83.CP2010］

図7　アスファルト舗装との接続部の勾配付き定着梁構造
［GWA2014）］


